
       君のポールポジションを取れ！ 

  

前ページで「高校１～２年で上位をキープする」と書いてありますが、これを実践す

るのに大事なのが入学直後に実施される「課題テスト」とそれに続く「中間テスト」

です。 

 私は高校入学前の春休み、課題テスト（テキスト指定の校内実力テスト）の範囲を

ろくに学習せず、惨憺たる成績を取りました。２２５人中１９０番台。そこから、私

の高校生活がスタートしたのです。 

 中間テストでは相変わらず勉強はしませんでしたが、少し上がって１７０番台でし

た。２０番ほど順位が上がったので「よし」としていました。 

 隣のクラスに中学時代私より成績が下だったＡ君がいました。私の高校は８０番ま

での生徒の名前が各教室に張り出されます。課題テストの順位表には彼の名前があっ

たのです。１３km の自転車通学で、Ａ君と話をしていると「順位表から絶対に落ちな

いように頑張る！」私はと言うと「俺だってやればできるんだろうな～」なんて呑気

な事を考えていました。 

 これ以降高３の夏まで、私の定期テスト、校内実力テストの席次はずっと安定して、

１７０番前後を維持しました。なんとか宿題をするくらいで、勉強という勉強はせず

に、なんとなくさぼって、少しやれば上がるという、そのあたりが居心地のいい席次

となっていたのです。Ａ君はと言うと有言実行、３０～８０番をずっと維持していま

した。 

       これが私の高校時代の失敗です。わかりますか？ 

     最初の自分の位置が基準となってしまった、ということが。 

 高３の夏、行きたい大学が決まりました。私の成績では「あ、記念受験ですか？」

というような、雲の上の上の大学でした。分かりやすく言うと、５科目３００点の生

徒が半年で４５０点に上げないといけない、そんな感覚です。 

 そこから私の受験への助走が始まりました。命をかけた？運動会が終わった１０月

から、１日１４時間学習という全力疾走が始まりました。母にお願いをして自転車通

学をバス通学にさせてもらい、満員のバスの中で立ったまま、降りて高校までの８分

間を歩きながら、休み時間も弁当の時間も勉強をしました。家に帰ってトイレに入る

時間、食事の時間、さすがに母に「食事のときくらい勉強やめたら？」と言われまし

た。風呂にテキストを持って入って、うっかり湯船に落としてしまいました。その対

策で翌日ビニールに入れたら、曇って見えなくなったので、風呂の時間はゆっくりす

ることにしました。社会は比較的早くに結果が出てきました。国語、数学も徐々に。

しかし１日６時間費やした英語が全く動かないのです。年が明け１月後半、過去問を

やっているときに、英語が出来るようになってきた、という感覚がありました。そし

て何とか互角の戦いに持ち込めたかな、と思った２月上旬受験が始まりました。 

 ５校受けました。結果は４連勝で、最後の結果発表が本命のＷ大学。 

３月のポカポカ陽気の日、合否電報をそわそわしながら待っていました。昼食後「山

田さん電報です！」と郵便屋さん。期待に胸を膨らませ、急いで封を開けました。 



するとカタカナで 

        「ザンネン サクラチル」 

      無機質な字を見ながら「あ、そうなんだ・・・」 

 肩の力が抜け、縁側に坐り、遠くに見える段々畑の山をボーッと眺めていました。 

頭の中で１年生の頃からの記憶が蘇りました。勉強以外は思いっきり青春をした高校

時代。本当に楽しかった。しかし後悔していました。 

     「なんでもっと勉強をしなかったんだろう。 

  Ａ君の様にあの入学前の春休み、きちんとやっておけば・・・。」 

  

 あの日の情景は今でもはっきりと覚えています。死ぬまで忘れません。墓場まで持っ

て行くんでしょうね。 

これが私の、塾をやっている根本にあるものです。 

     私の失敗を、あの後悔を、塾生にはさせたくない。 

だからこの春が大切なのです。頑張って良い結果を中間テストまで継続させる。

そこまでいけば軌道に乗るでしょう。 

春プロを頑張り、以降さらに継続して通塾する生徒には、中間テストまでの２カ

月を授業料半額でサポートさせてもらいます。 

 君が高校生活をスタートするのに、納得のいく位置を確保して下さい！ 

  君にとってのポールポジションを絶対に取って下さい！ 

加納高校から北高にワンランク上げ合格を勝ち取った１年の宮田君、３２４点

からの挑戦～入試４５３点の大逆転合格の加納高校の嶺川さんも春プロで頑張

り、彼らにとってのポールポジションで高校生活をスタートさせました。今で

は校内５０番以内をキープ、嶺川さんは前回のテストで２９番を取りました。 

 

少し先の話になりましたが、今は高校入試に向かって、１００％で駆け抜

けて下さい！そして春プロでは笑顔で会いましょう！ 

                     学志舎 塾長 山田勝登 


